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学位論文内容の要旨

  紅 藻ムカ デノ1」科Halymeniaceaeの海 藻は現在約 20属200種が 知られて

おり、世界中に広く分布している。しかしながら、この科の多くの属の分類は

まだ確立されておらず、さらなる研究を要することが指摘されている。本研究

では本科の属および種を正確に分類することを目的とし、日本及びその周辺海

域に生 育する分類群を主に扱った。42種165株の葉緑体にコードされている

r灰皿（リブ口ース―1，5一二リン酸カルポキシラーゼノオキシゲナーゼ大サブュ

ニット）遺伝子の塩基配列を用いて分子系統学的解析を行い、その結果と既に

発表されている（あるいは未発表の）形態形質と比較して、属と種レベルの分

類に有効な形態形質を明らかにして、扱った分類群の所属を明確にした。さら

に、数種については形態学的特徴を記載した。

  分子系統学的解析による系統樹では、ムカデノリ科内に98‐100をの高いブー

トストラップ値で支持されたAe〇des/pacめ′meniaクレード、P〇ヱy〔）pesク

レード、c‘q′pt〇ロe・mia／H・aヱymeniaクレード、Carp（）．peヱtヱsクレード、そし

てG亅溜teヱ〇Upia/pエlI〇nヱtisクレードの5っを認識した。この解析結果と形態

形質との比較によって、助細胞アンプル構造のタイプと屈折率の高い髄層細胞

の有無は属間の系統関係を反映することが明らかになったが、これまで属を区

別するために用いられてきた藻体の質や形、藻体表面の副出枝の頻度、皮層の

厚さや生殖器官の位置といった形態学的特徴はホモプラシーであることが示さ

れた。

  ムカデノリ属Grateヱ〇upヱaとキントキ属Pri〇nヱtisの詳細な形態形質の比

較の結 果、これら2属の種は栄養構造の形態変異の幅は大きいが、いずれも

G亅溜teユ〇upia夕イプの助細胞アンプルを持つことなどの生殖器官の特徴が共

通していることを確認した。しかし、属を区別する形質として従来用いられて

きた藻体の質（ムカデノリ属では平滑な膜質であるのに対して、キントキ属で

は硬い軟骨質である）と生殖器官の位置（ムカデノリ属では藻体全体に散在す

るが、キントキ属では特別な部位に限定される）は連続的で、両者を区別する



ことはできない。分子系統樹において、夕イプ種を含むこれら2属の種は、ム

カデノリ科内で1つの大きなクレードを形成した。これらの結果からキントキ

属をムカデノリ属の異名とし、キントキ属の11種をムカデノリ属ヘ移行し、以

下の新組合せ名あるいは新名を与えた：キントキGrateloupia angusta

comb．nOV．′フシキントキG．artiCuヱataCOmb．nOV．′G．Cヱari〇nenSユS

COmb．nOV．′G．C〇rymbiferaCOmb．nOV．′ヒトツマツG．Cカianグinom・

nOVルナガキントキG．eヱataCOmb．nOV．′G．a皿eriCa亅1anom．nOV．′ヒ

ラキントキG・patenSCOmb．nOV．′G．pter〇CユadヱnaCOmb．nOV．′オ

オバキントキG．SCカmヱtZユanacomb．nOV．及びG．SinlpヱeXCOmb．nOV．。

  マツノリCarp（）peヱtisaffヱnis、コヌノリC・pr〇ヱヱferaおよびマタポウ

P〇ヱy（）．pesp〇ヱyide〇idesの3種は共通してAe〇des夕イプの助細胞アンプル

を持ち、マタボウ属のタイプ種であるP〇ヱy匸）peSC〇nStrヱC亡uSとSヱn火〇raeロa

属のタイプ種であるキョウノヒモS．ヱancif〇ヱヱaの助細胞アンプルと類似し

ている（しかし、〔冶rpcpeヱtisのタイプ種の助細胞アンプル構造とは異なる）。
分子系統学的解析によると、この5

系統となった。このことからマツノ

種が100％の高いプートストラップ値で単

りとコメノりをマタポウ属へ移行した。ま
た、Sinkoraena属とマタボウ属も同一属であり、キョウノヒモもマタボウ属

へ移行し、以下の新組合せ名を与えた：マツノリPolyopes af finis comb．

nov．′コヌノリP．prolif er comb．nOV．及びキョウノヒモP．ヱanCif〇ヱiuS

COmb．nOV．。

  東アジアとイタリア（夕イプ産地）から採集したムカデノリGra亡eヱ〇upia

fnicinaの形態観察を行ったところ、東アジアのムカデノりは（1）藻体は薄く

て柔らかく、幅広い軸を持つ、（2）髄糸は密集する、並びに（3）生殖器官は藻体全

体に散在するといった特徴でイタリアの藻体とは区別される。分子系統学的解

析の結果は、これら2つの海域の個体群はGrateヱoupiaん）ri〇nitヱsクレード

の中で異なったサブクレードに属し，それらのrb〔皿の塩基配列の違いは6．6‐

6．9を（83―87塩基）であり、東アジアのムカデノりはG．finGinaとは別種で

あることを強く支持した。これらの結果に基づいて、東アジアのムカデノりを

新種Grateヱ〇upiaaSヱatiCaSp．nOV．として記載した。

  北西太平洋沿岸産のGrateヱ〇upヱariヱユCinaVaで．ヱC佃entar・ヱa、G・

fヱヱiCヱnaVaて・porraCeaf．ヱ〇mentarヱa及びSin〇tuDiJn〇エ．pカap〇r・raCea

はG．catenataの異名であり、ウツ口ムカデG．catenataの種名を復活させ

た。本種は（1）円柱状あるいは扁圧で、中空の主軸をもつこと、（2）主軸の表面を

密に覆う、短く、工〇mentaria様にくびれた副出枝を形成すること、並びに（3）

生殖器官が副出枝に限定されることで特徴づけられる。
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学位論文審査の要旨

    学位論文題名
    A molecular phylogenetic study
of the family Halymeniaceae (Rhodophyta)

（紅藻ムカデノリ科の分子系統学的研究）

  紅藻ムカデノリ科Haりmemaceaeの属と種を正確に把握することを目的とし，42種

165株の葉緑体にコードされている′みcL（リブ口ース．1，5‐二リン酸カルポキシラーゼ／

オキシゲナーゼ大サプュニット）遺伝子の塩基配列を用いて分子系統学的解析を行い，

その結果を形態学的形質と比較し，属と種レベルの分類に有効な形質を明らかにして，

扱った分類群の所属を明確にした。

  本研究で特筆すべき知見として，先ず分子系統学的解析では，ムカデノリ科内に

98‐100％の高いプートストラップ値で支持されたイP〇出餠切碵朋P門ぬクレード，尸lD砂印ガ

クレード，C′即細¢朋za們め棚¢刃ぬクレード，＆け粥ぴ庇幽クレード，そして

（弧地めゅf卵灯〇”fぬクレードの5っが認識されたことである。この解析結果と形態学

的形質の比較によって，助細胞アンプル構造のタイプと屈折率の高い髄層細胞の有無

は属間の系統関係を反映することが明らかになったが，これまで属を区別するために

用いられてきた藻体の質や形，副出枝の頻度，皮層の厚さや生殖器官の位置といった

形態学的特徴はホモプラシーであることが示された。

  Gm紹めMpf甜Pカ〇所触クレードの2属（ムカデノリ属Gm地めゅぬとキントキ属

Pカ弸fぬ）はG′観セ´Dゆぬタイプの助細胞アンプルを持つことなどの生殖器官の特徴が

共通しており，両属を区別する形質として従来用いられてきた藻体の質と生殖器官の

位置は連続的で，両者を区別することはできないことから，キントキ属をムカデノ1」

属の異名とし，キントキ属のll種をムカデノリ属へ移行した。

  100％の高いブートストラップ値で単系統となった3属5種（マツノリCc岬瑠ピ舩

功訊お，コヌノリC．p′〇ゆm，オーストラリア産P〇ら´叩鉛c〇恥所crz岱，マタポウP
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polyideoides及びキョウノヒモSinkoraena lancifolia)は共通してAeo．出s夕イプの助細胞

アンプルを持つことから同一属のヌンバーであり，マツノリ，コヌノリ並びにキョウ

ノヒモをマタボウ属ヘ移行した。

  東アジア産ムカデノりをタイプ産地のイタリア産標本と比較して，束アジアのムカ

デノりは，（1）藻体は薄くて柔らかく，幅広い軸を持つ，（2）髄糸は密集する，並びに

（3）生殖器官は藻体全体に散在するといった特徴でイタリアの藻体とは異なることを

明らかにし，分子系統学的解析の結果は、これらが大きな（了mセ´〇ゆ；びPカ〇門fぬクレー

ドの中で異なったサブクレードに属し，それらの′みcLの塩基配列の違いは6．6‐6．9％

（83‐87塩基）であり、東アジアのムカデノりはG．ガ施翩ぬとは別種であることを強く支

持した。これらの結果に基づいて，東アジアのムカデノりを新種（而を´〇ゆぬロ研田j田sp．

nov．として記載した。

  藻体の主軸が中空になり，ムカデノりの変種とされてきたウツ口ムカデを分子系統

学的解析と形態学的形質の再評価によって，独立した種と認識し，GM紹´Dゆぬcロ肥門砒z

の種名を復活させた。

  これを要するに，著者は分子系統学的解析と形態学的形質の比較によって，ムカデ

ノリ科の属の特徴と類縁関係を明らかにし，種の所属を決定したことによって，系統

分類学を推進したものであり，生物学に貢献するところ大なるものがある。

  よって著者は，北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める。


